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河川維持管理の効率化・高度化にむけた河川巡視・点検システムの開発 

（子会社：株式会社オリエンタルコンサルタンツ） 

 

当社グループの基幹会社である株式会社オリエンタルコンサルタンツは、河川の維持管理の効率

化・高度化を図るために、ＧＩＳをベースとする「河川巡視・点検システム」を開発し、本年４

月より直轄管理河川において一部導入されていることについて、添付のとおりプレスリリース

を行いましたのでお知らせいたします。 

 

 

以 上



 

 

平成24年５月28日 

報道関係各位 

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

代表取締役社長 野崎 秀則 

 

河川の維持管理における河川巡視・点検システムの開発 

～ 河川の維持管理の効率化・高度化を目指して ～ 

 

 

当社は、河川の維持管理の効率化・高度化を図るために、ＧＩＳをベースとする「河川巡視・点

検システム」（以下、本システムと称する）を開発しました。本システムは、本年４月より直轄管理

河川において一部導入されています。 

 

本システムは、河川の維持管理行為の基礎となる巡視や点検において、データの入力や管理面で

支援することを目的とし、次の開発方針の下、維持管理の実務者が容易に使いこなせること、さら

に導入に際してのイニシャルコストを抑えることを念頭に開発を行いました。 

なお、本システムは、昨年１月に特許を出願した「現場点検支援システム」をベースに開発を行

っています。 

 

＜システムの開発方針＞ 

① 巡視や点検でのデータ入力・管理についてＧＩＳをベースとしたシステムにより、維持管

理の効率化、高度化を実現する。 

② 計画的かつ適正な維持管理の実践のために、工学的知見に基づく状態把握と判断を支援

する。 

 

国土交通省の河川事務所だけでなく、地方自治体が管理する河川においても、今後は維持管理の

効率化、高度化が求められています。インフラ施設の維持管理の業務を多く手がけている当社では、

データの蓄積・整理、さらにデータの体系化のご提案はもとより、本システムの高度化、複合化に

よりインフラの維持管理から発展する様々な技術をご提案してまいりたいと考えています。 

また、河川以外の道路や公園などインフラ施設全般の維持管理の効率化・高度化の適用に向けて、

クラウド等の技術を導入することによるシステムのパッケージ化についても検討を継続してまいり

ます。 

 

以 上 
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